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校訓 ゆたかに 正しく たくましく

修学旅行行ってきました！
１１月１日（水）２日（木）の一泊二日で長崎方面に修学
旅行に行ってきました。２日間とも天候に恵まれ（暑すぎる
くらい）、実りの多い修学旅行となりました。
１日目は平和学習をしっかり行いました。被爆体験の方の
話を直接お聞きしたり、フィールドワークでは原爆の爪痕を
自分の目でしっかり見たり、原爆資料館では原爆の悲惨さや
戦争の愚かさについて実感したりすることができました。
今回お話を伺った被爆者の方は、当時３歳ということで、
現在は８１歳になっておられます。とてもやさしい語り口調
で、でも芯の通った力強い声で、日常にある当たり前のあり
がたさや平和の尊さについて伝えてくださいました。直接被爆された方々の平均年齢は８５歳を超えら
れたと聞きます。直接お話を聞くことがだんだん難しくなってきます。実際に起こったこの悲惨な話を
生で聞くことができた私たちが語り継いでいかなければと強く責任を感じました。
２日目はお土産の買い物やハウステンボスを思いっきり楽しみました。ただし、単に観光として楽し

んだわけではありません。このような楽しい思い出作りができることは、今、日本が平和だからこそ可
能になっていることを感じながらの活動でした。世界に目を向けると目を覆いたくなるような争いが繰
り広げられ、心が痛むニュースが飛び込んできます。日本人として、平和の実現に向けた思いをしっか
り持ち続けながら、学校生活をはじめ、日々の暮らしを充実させ、平和への思いを伝え続けていこうと
思いました。

１０月３０日（月）５・６校時に小野部田陸上フェスティバルを実施しまし
た。１０月２１日（金）に実施する予定だった宇城小体連陸上記録会（小川・
豊野・美里ブロック）が雨天のため中止になったことを受け、本校独自で計画
した大会です。実は１０月２７日（金）に実施する予定でしたが、こちらも午
前中の雨で、グラウンドコンディションが回復せず、順延しての開催となりま
した。度重なる順延で、いろいろとご迷惑おかけしましたが、たくさんの方の
応援を受けて、子供たちのパフォーマンスもすばらしいものになりました。体力向上の目的から、普段は
お見せできない２０ｍシャトルランも実施しました。それぞれ、６月のスポーツテストの記録を更新でき
たのではないかと思います。また、全員リレーでは、大接戦となり盛況のうちに幕を閉じました。宇城小
体連の陸上記録会は中止となりましたが、６年生の子供たちにとってはいい思い出となったのではないで
しょうか。５年生の子供たちについては来年度の活躍を期待しています。

見学旅行に行ってきました！
９月２５日（月）の２年生を皮切りに、４年生、１年

生、３年生の順ですべての学年の見学旅行が終了しまし

た。２年生は天草方面に出かけ、ハクセンシオマネキを

観察したり、シードーナツを見学したりしました。４年

生は９月２８日（木）に山都町から東陽村を訪れ、円形

分水、通潤橋、石匠館を見学し、昔の人々の知恵と努力

について学びました。１年生は１０月２７日（金）に熊

本市動植物園に行ってきました。午前中はあいにくの雨

でしたが、ＪＲを利用して熊本駅に行ったり、たくさん

の動物たちを間近で見たりすることができました。３年

生は１１月２日（木）にイオンモール宇城、白玉工場を見学した後、熊本県立博物館に行き、熊本の自然

や昔の暮らし道具を見たり体験したりしました。それぞれたくさん学びのある見学旅行でした。

４年：通潤橋見学 ２年：ハクセンシオマネキ観察

１年：熊本市動植物園見学 ３年：熊本県立博物館見学


